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近
隣
に
気
づ
か
れ
ず
に
亡
く
な
り
、

相
当
日
数
が
た
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
孤
立
死
が
社
会
問
題
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
ひ
と
り
親
世
帯
や
障
害
者
世

帯
で
生
計
を
支
え
る
人
（
ま
た
は
介
護

者
）
の
急
逝
に
よ
り
、
そ
の
家
族
も
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
社
会
的
孤
立

は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
孤
立
死
・
孤
独
死
を
防
ぐ
に
は
、
そ

う
し
た
方
々
の
生
活
の
異
変
に
い
ち
早

く
周
囲
が
〝
気
が
つ
く
〞
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
核
家
族
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
の
進
む
現
代
に
お
い
て
、

各
世
帯
の
生
活
課
題
は
潜
在
化
し
や
す

く
、
地
域
の
見
守
り
活
動
は
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯

に
よ
っ
て
は
、
自
治
会
・
町
内
会
と
の

か
か
わ
り
や
行
政
機
関
等
へ
の
相
談
を

た
め
ら
う
な
ど
、
事
前
に
状
況
を
把
握

で
き
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
県
保
健
福
祉
局
で
は
、
市

町
村
を
主
体
と
す
る
、
身
近
な
地
域
の

見
守
り
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
、
配
達
や
検
針
な
ど
で
個
人
宅
に
訪

問
す
る
業
務
を
行
う
事
業
者
や
市
町
村

と
協
力
し
、「
地
域
見
守
り
活
動
に
関

す
る
協
定
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

協
定
は
、
民
間
事
業
者
が
個
人
宅
を
訪

問
し
た
際
、
異
変
を
感
じ
、
生
命
の
危

険
が
予
見
さ
れ
た
場
合
に
、
個
人
情
報

に
配
慮
し
た
上
で
市
町
村
や
警
察
署
・

消
防
署
に
通
報
す
る
も
の
で
す
。【
図
】

　

平
成
24
年
５
月
か
ら
協
定
を
締
結

し
、
現
在
、
締
結
団
体
・
事
業
者
数
は

26
、通
報
件
数
は
40
件
を
数
え
ま
す（
平

成
25
年
６
月
末
日
現
在
）。
こ
の
中
に

は
「
新
聞
が
溜
ま
り
、
電
話
の
応
答
も

な
か
っ
た
た
め
警
察
に
通
報
し
、
入
院

に
つ
な
が
っ
た
」「
洗
濯
物
が
干
し
た

ま
ま
で
様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
て
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
玄
関
で
倒
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
つ
か
り
、
病
院
に
救
急
搬

送
さ
れ
た
」な
ど
生
命
が
救
わ
れ
た
り
、

確
認
の
結
果
、
入
院
中
・
旅
行
中
な
ど

無
事
安
否
が
確
認
で
き
た
り
、
残
念
な

が
ら
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
事
例
が
挙

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
を

見
せ
て
き
て
い
る
一
方
で
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
宅
内
を
十
分

に
確
認
で
き
な
い
中
で
通
報
す
る
こ
と

で
、
顧
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
こ
と

に
な
ら
な
い
か
、
事
業
者
と
し
て
も
判

断
に
迷
う
場
面
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
孤
立
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
行
政
主
導
の
仕
組
み
づ
く
り
に
限

ら
ず
、身
近
な
地
域
の
中
で
の
「
共
助
」

の
関
係
づ
く
り
を
促
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
促
進
を
主
眼
と
し
つ

つ
も
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
見

守
り
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
今
後

も
民
間
事
業
者
・
団
体
と
の
協
定
締
結

を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

◆ 

県
保
健
福
祉
局
地
域
福
祉
課 

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
☎ 

045
―
210
―
４
７
５
０

　
℻ 

045
―
210
―
８
８
５
７
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4

孤
立
死
・
孤
独
死
の
防
止
に
向

け
た
見
守
り
体
制
づ
く
り
―
県

「
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」

締
結
の
取
り
組
み
か
ら

新聞販売組合ではポス
ターを作成し、配達員に
協力を呼び掛けています

◆「地域見守り活動に関する協定」締結団体等
　 (公社)神奈川県LPガス協会、神奈川県新聞販売組合、京浜新聞販売組合、
生活協同組合コープかながわ、ヤクルト販売㈱、神奈川雪印メグミルク協会、
生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ、生活協同組合15団体

◆県機関による取り組み　神奈川県企業庁水道営業所

※見守り対象地域は、団体ごとに異なります

【図】　地域見守り活動に関する協力体制イメージ

協定締結

県と民間事業者との協
定締結を市町村に通知

県 民間事業者・団体、
県水道営業所

※併せて、神奈川県警
　や県消防長会に通知

市　町　村

各警察署・消防署

業務で
訪問

個人宅

※孤立死・孤独死の恐れ
　のある世帯
生命の危険が予見された世帯
については市町村に通報する
（対応の流れ①～⑥）

①通 報

緊急を要する
場合は警察署
や消防署に直
接通報する

④地元警察署・消防署
　に協力を要請

⑤警察官・救急隊員
　が個人宅に出動

②現地確認

③個人宅に入室する
　必要がある場合

⑥市町村等が
　協力して対応
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高
齢
化
が
進
む
中
、
全
国
に
65
歳
以

上
の
知
的
障
害
者
が
ど
の
く
ら
い
生
活

し
て
い
る
の
か
。（
独
法
）国
立
重
度
知

的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園（
群

馬
県
高
崎
市
）で
は
、
全
国
の
自
治
体

（
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
自
治
体

機
能
を
移
転
し
て
い
る
自
治
体
を
除

く
）を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

調
査
速
報
を
公
表
し
ま
し
た
。（
回
答
自

治
体
１
１
９
８
、
回
収
率
69
・
０
％
）

　
回
答
の
あ
っ
た
自
治
体
の
う
ち
、
65

歳
以
上
の
療
育
手
帳
所
持
者
数
は
３
万

８
７
４
８
人
、
高
齢
化
率
は
５
・７
％
。

全
国
の
療
育
手
帳
所
持
者
数
と
手
帳
制

度
の
開
始
年
度
を
勘
案
し
、「
65
歳
以

上
の
知
的
障
害
者
数
は
全
国
に
５
万
人

以
上
」
と
推
計
し
ま
し
た
。
知
的
障
害

者
に
お
け
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
併
給
状
況
で
は
、

自
治
体
規
模
３
万
人
以
上
で
約
３
割
、

10
万
人
以
上
で
約
６
割
が
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
自
由
回
答
か
ら
は
「
要
介

護
状
態
区
分
等
が
低
く
出
て
し
ま
う
」

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
等
、

環
境
の
変
化
に
よ
る
本
人
の
影
響
が
危

惧
さ
れ
る
」「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

移
行
し
た
場
合
、
一
割
負
担
と
な
る
」

な
ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
優
先
と
さ
れ
つ
つ
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
実
情
に
沿
っ
た
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
園
で
は
、
厚
労
省
助
成
事

業
「
地
域
及
び
施
設
で
生
活
す
る
高
齢

知
的
・
発
達
障
害
者
の
実
態
把
握
及
び

ニ
ー
ズ
把
握
と
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
」
と
し
て
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

※
国
立
の
ぞ
み
の
園
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」（http:

//w
w
w
.nozom

i.go.jp

）に
調
査
概
要
を
掲
載
中
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2013年5月30日～6月27日

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

●「違法貸しルーム」実態把握へ
　国交省は６月10日、多数の人が寝泊まりなど
をし実質的に居住していながら、各部屋の仕切
りが燃えやすい材料でできている・窓がないな
ど、建築基準法に違反している疑いのある建物
（違法貸しルーム）について情報収集を開始し
た。併せて都道府県・政令市等に対して、物件
に関する情報収集や調査、違反物件の是正指導
等を行うように要請する。【関連記事８・９面】

●精神障害者の雇用義務化
　６月13日、改正障害者雇用促進法が衆議院本
会議で可決・成立した。施行は2018年４月。企
業による障害者の雇用義務の範囲に精神障害者
を加えるほか、採用時に障害者を差別したり、
賃金などに不当な差をつけることを2016年４月
から禁じる。

●「子どもの貧困対策推進法」が成立
　子どもの貧困対策を総合的に推進するための
大綱策定を義務づける「子どもの貧困対策の推
進に関する法律」が６月19日、参議院本会議で
可決・成立した。施行は公布から１年以内。都
道府県は事業計画を策定し、就学援助や保護者
の就労支援に取り組む。

● 「生活保護法改正法案」「生活困窮者自立
支援法案」廃案
　６月26日、生活保護法案と生活困窮者支援
法案は参議院で採決されず廃案になった。生
活保護費の減額についてのみ、本年８月から
開始される。

高
齢
化
す
る
知
的
障
害
者
の
課

題
―
国
立
の
ぞ
み
の
園
「
全
国
自
治

体
を
対
象
と
し
た
65
歳
以
上
の
知
的

障
害
者
の
実
態
調
査
」
結
果
か
ら
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